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1. はじめに   

近年，OS(Operating System, オペレーティングシステム)

のカーネルはアセンブリ言語の様な低級言語や，C 言語の

様な高級言語でない言語で実装されることが多かった．主

要なカーネルの一つである Linux でも，2022 年までこの指

針に基づき実装されてきた．一方で，2022 年 12 月に公開

された Linux 6.1 以降では，開発言語に Rust[1]言語が追加

され，Rust 言語によるカーネル機能(モジュールなど)の開

発が可能になるとともに，一部の機能が Rust 言語で実装さ

れ公開されるようになった． 

Rust 言語は，コンパイル時や実行時におけるバッファオ

ーバーランの検出機能を有しており，C 言語など比較しバ

ッファオーバーランなどを引き起こすプログラミングのミ

スに対して安全である．一方で，実行時にバッファオーバ

ーランの検出を行う場合は，そのオーバヘッドにより性能

の低下が生じる可能性があると予想される．本ポスター発

表では，Rust の性能を評価し，考察を行う．特に，カーネ

ル空間で動作するプログラムの性能についての考察を行う． 

2. Rust 

Rust[1]はMozilla社によって 2010年 7月に開発されたプ

ログラミング言語であり，C 言語などの言語と比較し，メ

モリアクセスの安全性を高める仕組みが施されている．安

全性の高さなどの理由により，Linux カーネルなどのカー

ネルプログラミングにも採用されている． 

3. 性能評価 

以下の配列アクセスプログラムを Rust 言語および C 言

語で実装し，それをユーザ空間およびカーネル空間で動作

させ，性能を調査した． 

配列アクセスプログラム: 長さ 1000 から 3000 の int 型

配列を用意する．また，引数に配列と整数を受け取り，そ

の整数をインデックスとする配列の要素を戻り値として返

す関数を用意する．そして，配列の全要素に対して同関数

を呼び出して戻り値を得る時間を評価する．同関数内では

引数として受けとった整数がインデックスとして適切か

(配列サイズの範囲内に含まれるか)をコンパイル時に静的

に決定することはできない．よって，オーバーラン検出を

実現するには実行時の動的な確認が必要となる． 
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評価の結果，カーネル空間における実行においては言語

によらず実行時間がほぼ同一であることが分かった．また，

ユーザ空間による実行よりもカーネル空間における実行の

方が処理時間が短いことが分かった．これは，カーネル空

間における動作が CPU の特権モードで行われることや，コ

ンパイラの最適化などの差によるものと思われる． 

 

4. おわりに 

本ポスター発表では，Rust 言語の性能，特にカーネル空

間における性能に着目し，考察を行った．結果，Rust 言語

における配列アクセスなどにて性能低下が確認される場合

があることを分かった．今後は，より複雑な動作の性能に

ついての評価やコンパイル済みバイナリの調査，性能改善

手法についての考察を行っていく予定である． 
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